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BC〔1モデルと〔「〔：Rモデルとの違いは，∑ぎ≧1入J。＝  

1という制約を課せるか否かの違いである．この制約  

を課せるBC〔てモデルは規模のリターンが逓減な生産  

関数に対応している．また，この制約のか－CCRモデ  

ルは規模のリターンが一定の生産関数に対応している．   

本発表では，各人出力項目の生産関数を考慮したモ  

デルを捷案する．  

3．提案するモデル   

【記号の定義2】   

入J。‥ CCR■を適用した方の非負結合構成変数   

什わ ‥ BCCを適用した方の非負結合構成変数  

1．はじめに   

DEA（DataEnvelopmentAnalysis）［1］は，多入力  

多出力体（DMU：DecisionMakingUnit）における相対  

的な効率評価手法である．DEAでは効率を一つの指標  

と▼して表すことができるとともに，非効率的なDMU  

が効率的となるためには入力をどの程度削減すれば良  

いのか，または出力をどの程度増加させればよいのか，  

といった改善目標も提示することができる．改善目標  

の基準となるのは，DMt一同士の組合せからできる生  

産可能領域の境界面である．この境界面を生産関数と  

呼ぶ．DEAには入力と出力の関係を表す生産関数の型  

により，規模のリターンが逓減なBCCモデルと規模  

のリターンが一定なCCRモデルとがある．分析の際  

には，各人出力項目の関係を見てどちらか一方のモデ  

ルで分析する．もしくは，両方のモデルで分析してみ  

て両方の効率値を基に評価するといった方法がとられ  

ている．しかし，各人出力項目の関係はBCC，CCR  

両方の型が混在している場合も考えられる．そこで本  

発表では，各人出力項目の規模のリターンを考慮した  

モデルを捷案する．  

2．既存のモデル   

DEAの基本モデルであるBCCモデルとCCRモデ  

ルは以下のように定式化される．  

【記号の定義1】  

分析するDMUの番号（0＝1，2，‥・，乃）  

DMtTの総数  

入力項目数  

出力項目数  

DMUjの入力査の値  

DMtJjの出力γの値  

非負結合構成変数  

DMIJ。のD効率値  
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克 ：CCRを適用した入力項目   

点c：CCRを適用した出力項目   

毎：BCCを適用した入力項目   

R8：BCCを適用した出力項目  

【提案するモデル】  
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【分析結果】  

表1．各モデルの効率値  
BCCモデル  NTモデル  CCRモデル  

0．597   0．597  0．483   

0．823   0．823  0．768   

3   0．639   0．630  0．451   
4   1．000  1．000  0．358   

5   1．000   1．000   0．790   

6   0．910  0．8二≧0  0．604   

7   0．399  0、370  0．139   

8   1．000  1．000   1．000   

9   1．000   1．000  1．000   

10   0．990   0・524 l  0．182   

0．725   0．685  0．4丁3   

1ヱ   0．313  0・247 ！  0．101  
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図・1・OJ。と効率値の関係（DMtT6■）  

入Jo＝α0損0   

入J。≧0   

／上J。≧0   

α。≧0  

（ブ＝1，‥・，71）   

（J＝1，・‥，花）   

（ブ＝1，…，乃）   

図．2．0′。＝0．55の時のDM¶6の改善案  

5．おわりに   

本発表では，DEAのBCCモデルとCCRモデルと  

をもとに，各人出力項目の生産関数を考慮したDEA  
モデルを提案した．このモデルは各人出力項目の生産  

関数を一つに決めずに分析が行なえるため，既存のモ  

デルと比べて，よりデータを反映した分析を行なえる．   
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